
血
管
の
沈
着
物
を
除
去

レ
ー
ザ
ー
な
ど
で
血
流
確
保

ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

循環器専門医３人のほか糖尿病専門医

２人、透析専門医が４人。心臓ＣＴ・エ

コー、冠動脈造影検査などが可能。

所在地：高松市鬼無町藤井435―１

電 話：087（881）3631
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■ キナシ大林病院・内科循環器科

キ
ナ
シ
大
林
病
院
副
院
長
・
内
科
循
環
器
科

黒
住
泰
明
氏

血
液
中
の
老
廃
物
の
排
出
が

困
難
に
な
る
腎
不
全
を
患
い
、

透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者

の
死
因
で
最
も
多
い
の
が
、
心

不
全
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓

病
だ
。
尿
を
出
せ
な
い
た
め
体

内
に
水
分
が
た
ま
っ
た
り
、
透

析
の
際
に
水
分
が
急
激
に
減
少

す
る
こ
と
で
、
血
圧
に
変
化
が

起
こ
り
、
心
臓
に
負
担
が
か
か

り
や
す
い
。
透
析
治
療
に
力
を

入
れ
る
キ
ナ
シ
大
林
病
院
副
院

長
で
内
科
循
環
器
科
担
当
の
黒

住
泰
明
氏
に
、
透
析
患
者
の
心

臓
病
の
特
徴
や
治
療
法
に
つ
い

て
聞
い
た
。

｜
心
臓
病
が
多
い
理
由
は
。

透
析
患
者
は
、
２
〜
３
日
に

１
回
、
１
日
４
時
間
以
上
か
け

て
行
う
透
析
治
療
で
し
か
尿
を

体
外
に
排
出
で
き
な
い
の
で
、

体
内
に
水
分
が
た
ま
り
や
す

い
。
人
間
の
血
液
量
は
体
重
の

約

分
の
１
と
さ
れ
る
が
、
定

量
を
上
回
る
水
分
が
体
内
に
流

れ
る
と
、
血
管
に
対
す
る
圧
力

が
高
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
た

め
、
慢
性
的
に
心
臓
に
負
担
が

か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
要
因

だ
。｜

症
状
で
多
い
の
は
。

心
不
全
が
死
因
で
最
も
多

く
、
３
割
超
を
占
め
る
。
腎
不

全
患
者
は
、
尿
が
出
せ
な
い
の

で
体
内
の
電
解
質
の
構
成
バ
ラ

ン
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

ず
、
不
整
脈
が
出
や
す
く
な
る

こ
と
も
原
因
だ
。

｜
具
体
的
に
ど
う
治
療
す
る

の
か
。

透
析
治
療
が
お
よ
そ

年
を

超
え
る
と
、
心
臓
の
冠
動
脈
に

カ
ル
シ
ウ
ム
の
沈
着
が
進
み
、

血
管
が
硬
化
す
る
場
合
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
血
管
を
風
船

で
広
げ
血
流
を
確
保
す
る
カ
テ

ー
テ
ル
治
療
が
難
し
い
の
で
、

ド
リ
ル
で
狭
く
な
っ
た
部
分
を

削
り
取
る
。
そ
の
後
は
、
通
常

の
心
臓
病
治
療
同
様
に
ス
テ
ン

ト
（
網
状
の
筒
）
を
留
置
し
、

血
流
を
確
保
す
る
。

｜
ほ
か
の
治
療
法
は
。

レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た
治
療
が

あ
る
。
心
臓
を
動
か
す
筋
肉
に

酸
素
や
養
分
を
送
る
冠
動
脈
の

内
部
の
狭
窄
し
た
箇
所
に
、
細

い
針
金
状
の
ワ
イ
ヤ
を
通
し
、

レ
ー
ザ
ー
カ
テ
ー
テ
ル
を
進
め

る
。
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
し
、
カ

ル
シ
ウ
ム
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

な
ど
を
除
去
す
る
。
２
０
１
２

年
４
月
か
ら
保
険
適
用
に
な
っ

た
。
た
だ
、
血
管
内
に
穴
が
開

い
て
し
ま
う
「
穿せ

ん

孔こ
う

」
の
危
険

性
が
あ
る
の
で
、
心
臓
外
科
の

あ
る
施
設
で
行
う
こ
と
が
条
件

だ
。｜

治
療
の
課
題
や
対
策
に
つ

い
て
。

ス
テ
ン
ト
を
血
管
内
に
入
れ

た
３
割
程
度
の
患
者
で
、
ス
テ

ン
ト
付
近
の
わ
ず
か
な
傷
を
修

復
し
よ
う
と
、
細
胞
が
増
殖
し

て
傷
付
近
が
盛
り
上
が
り
、
半

年
程
度
で
再
び
狭
窄
を
起
こ
し

て
し
ま
う
。
対
応
策
と
し
て
、

ス
テ
ン
ト
の
表
面
に
細
胞
の
増

殖
を
抑
え
る
薬
剤
を
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
し
て
徐
々
に
溶
出
さ
せ

る
。
ま
た
、
透
析
患
者
は
心
筋

梗
塞
を
発
症
し
、
自
覚
症
状
の

出
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。
２
〜
３
カ
月
ご
と
に
レ
ン

ト
ゲ
ン
や
心
電
図
な
ど
の
検
査

を
行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
心
臓

超
音
波
（
エ
コ
ー
）
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
（
Ｃ
Ｔ
）

も
勧
め
て
い
る
。

｜
日
常
生
活
で
気
を
付
け
る

こ
と
は
。

塩
分
を
取
り
す
ぎ
る
と
体
が

水
分
を
取
り
込
み
、
血
管
に
負

担
を
か
け
る
の
で
、
１
日
７
㌘

程
度
に
控
え
る
。
次
回
の
透
析

ま
で
に
体
重
が
３
㌔
以
上
増
え

な
い
よ
う
に
１
日
１
㍑
以
下
の

水
分
摂
取
を
守
る
こ
と
も
重

要
。
ま
た
、
芋
類
や
豆
類
、
果

物
に
多
い
カ
リ
ウ
ム
は
不
整
脈

を
起
こ
し
や
す
く
、
魚
介
、
乳

製
品
な
ど
に
多
い
リ
ン
は
カ
ル

シ
ウ
ム
沈
着
を
起
こ
し
や
す
い

の
で
注
意
が
必
要
だ
。

□
く
ろ
ず
み
・
ひ
ろ
あ
き

１
９
８

１
年
神
戸
大
医
学
部
卒
。
三
木
市
民

病
院

兵
庫
県

加
西
市
立
病
院

同

昭
生
病
院

神
戸
市

な
ど
を

経
て
２
０
０
７
年
か
ら
現
職
。
循
環

器
専
門
医
。
大
阪
市
出
身
。

歳
。強い感染力

経路も多様

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
の
集
団
発
生
が
１
月
、
相
次
い

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
浜
松
市
の
小
学
校

給
食
で
起
き
た
大
規
模
な
食
中
毒
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
経
口
感
染

す
る
た
め
、
最
終
的
に
口
に
入
る
の
を
防
げ
ば
い
い
の
だ
が
、
感

染
力
の
強
さ
に
加
え
感
染
経
路
の
多
様
さ
、
さ
ら
に
症
状
が
な
く

て
も
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
す
る
不
顕
性
感
染
が
あ
る
な
ど
、
封
じ
込

め
は
難
し
い
。
専
門
家
は
「
特
に
食
品
を
扱
う
人
は
全
員
が
『
自

分
は
ウ
イ
ル
ス
を
広
げ
て
い
る
か
も
』
と
意
識
を
変
え
て
ほ
し
い
」

と
指
摘
す
る
。

症状出ないケースも

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
電
子
顕
微
鏡
写
真

国
立
感
染
症
研
究
所
提
供

食
材
よ
り
人
原
因

国
立
感
染
症
研
究
所
ウ
イ
ル
ス

第
二
部
の
片
山
和
彦
室
長
は
、
浜

松
市
で
９
０
０
人
を
超
す
児
童
が

下
痢
や
嘔お

う

吐と

な
ど
を
訴
え
欠
席
し

た
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
す
ぐ
に「
学

校
給
食
だ
ろ
う
。
パ
ン
も
可
能
性

の
一
つ
」
と
考
え
た
と
い
う
。
浜

松
市
は
そ
の
後
、
業
者
が
納
入
し

た
給
食
パ
ン
を
原
因
食
品
と
発
表

し
た
。

給
食
パ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
何
度

か
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
食
中
毒

の
原
因
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

焼
く
時
は
「

度
で

秒
以
上
加

熱
」
と
い
う
安
全
ラ
イ
ン
を
満
た

し
て
い
る
が
、
過
去
の
例
で
は
、

そ
の
後
の
加
工
時
な
ど
に
汚
染
の

機
会
が
あ
っ
た
。

重
ね
た
紙
も
透
過

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
か
つ
て
カ

キ
な
ど
二
枚
貝
が
主
な
感
染
源
と

み
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
近
年
は
、

ウ
イ
ル
ス
が
調
理
従
事
者
を
介
し

食
品
に
付
着
し
た
と
み
ら
れ
る
例

が
多
い
。
２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら

検
出
技
術
が
進
歩
し
、
感
染
の
実

態
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
た
め
だ
。

「
特
定
の
食
材
が
危
な
い
の
で

は
な
い
。
結
局
原
因
は
人
だ
と
い

う
こ
と
で
す
」
と
片
山
さ
ん
は
言

う
。感

染
力
は
す
こ
ぶ
る
強
い
。
わ

ず
か

〜
１
０
０
個
の
ウ
イ
ル
ス

で
発
病
に
つ
な
が
る
う
え
、
低
温

で
乾
燥
し
た
場
所
で
は

日
も
生

き
残
る
と
い
う
。
便
に
排
出
さ
れ

た
ウ
イ
ル
ス
が
ト
イ
レ
な
ど
で
手

に
付
き
、
手
洗
い
が
不
十
分
だ
っ

た
た
め
他
人
に
広
が
る
と
い
う
の

が
代
表
例
な
感
染
経
路
だ
が
、
じ

ゅ
う
た
ん
敷
き
の
床
に
患
者
が
嘔

吐
し
た
後
、
乾
燥
し
て

い
上
が

っ
た
ウ
イ
ル
ス
が
別
の
人
の
口
に

入
っ
た
と
み
ら
れ
る
集
団
感
染
も

起
き
て
い
る
。

ト
イ
レ
で
ウ
イ
ル
ス
が
手
に
付

く
可
能
性
は
ど
の
程
度
か
。
東
京

都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
の
林

志
直
ウ
イ
ル
ス
研
究
科
長
ら
は
そ

れ
を
調
べ
よ
う
と
、
ノ
ロ
に
似
た

ウ
イ
ル
ス
を
混
ぜ
た
溶
液
を
板
の

上
に
置
き
、
ダ
ブ
ル（
２
枚
重
ね
）

の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
拭
き

取
る
実
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

枚
重
ね
て
紙
が
計

枚
に
な

最
大

人
に
１
人

る
よ
う
に
し
て
拭
い
て
も
、
指
か

ら
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
。
林
さ
ん
は

「
下
痢
を
想
定
し
た
実
験
な
の
で
、

下
痢
で
な
け
れ
ば
付
着
量
は
減
る

だ
ろ
う
が
、
ト
イ
レ
で
ウ
イ
ル
ス

が
指
に
付
く
リ
ス
ク
は
相
当
に
高

い
」
と
話
す
。

下
痢
な
ど
の
症
状
が
治
ま
っ
た

後
も
ウ
イ
ル
ス
は
１
週
間
か
ら
時

に
は
１
カ
月
も
排
出
さ
れ
る
。
全

く
症
状
が
出
な
い
不
顕
性
感
染
も

あ
る
。

感
染
研
の
片
山
さ
ん
の
チ
ー
ム

が

〜

年
に
か
け
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
起
き
た
全
国
の
施
設

の
調
理
従
事
者
か
ら
集
め
た
２
３

７
０
余
り
の
検
便
試
料
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
症
状
が
な
い
１
７
８
６

人
中
１
２
２
人
（
７
％
）
か
ら
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
。
し

か
も
ウ
イ
ル
ス
の
量
は
症
状
が
あ

る
人
と
ほ
と
ん
ど
差
が
な
か
っ

た
。
「
感
染
に
気
付
い
て
い
な
い

人
は
最
大
で

人
に
１
人
程
度
と

考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。

感
染
の
有
無
が
自
宅
な
ど
で
安

く
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
れ
ば
い

い
が
市
販
品
は
な
い
。
医
療
機
関

で
使
わ
れ
る
迅
速
診
断
も
ウ
イ
ル

ス
排
出
量
が
少
な
い
と
正
確
な
診

断
は
で
き
な
い
と
い
う
。
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。

片
山
さ
ん
は
「
流
行
期
の
冬
場

は
、
誰
も
が
自
分
も
感
染
源
で
あ

る
可
能
性
を
自
覚
す
る
こ
と
が
大

切
。
と
り
わ
け
食
品
関
係
の
人
は
、

そ
う
し
た
意
識
で
ト
イ
レ
後
や
調

理
前
な
ど
に
丁
寧
に
手
洗
い
を
す

る
な
ど
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て

も
ら
う
し
か
有
効
な
方
法
は
な

い
」
と
語
る
。

ドナー登録者の拡大な

ど、日本骨髄バンクの普及

啓発活動に大きな役割を果

たしているＡＣジャパン

（旧公共広告機構）の広告

キャンペーンが、ことし６

月末で一時休止となる。多

くの団体から広告による活

動支援の希望が出される

中、公平性の観点からバン

クのキャンペーンばかり続

けられないというのが理由

だ。

バンクは一般市民へのＰ

Ｒが不足し、ドナー登録の

減少につながることを危

惧。外部有識者らで構成す

る広報推進委員会を設置

し、対策の検討に着手した。

ＡＣは全国約千社の会員

企業・団体の会費で運営さ

れる非営利団体。「世の中

のためになるメッセージを

広告で発信する」のが目的

で、会員の広告会社が企画

・制作した公共広告を、同

じく会員のテレビやラジ

オ、新聞や雑誌などが無料

で放送したり掲載したりす

る。テレビＣＭの場合、ス

ポンサーが付かずに空いた

広告枠でオンエアすること

が多いという。

1992年にドナー登録を開

始したバンクは、翌 年度

以降、毎年のようにＡＣを

通じた啓発キャンペーンを

展開してきた。元サッカー

日本代表の井原正巳さんを

起用したキャンペーン「メ

ンバーが、足りない」など、

記憶に残る作品も多い。

実はこの間も、ＡＣの広

告がなかった時期がある。

2008年７月から３年間休止

した際には登録者が減少

し、広告再開後に持ち直し

た。最近はドナー登録年齢

（ ～ 歳）を超過して登

録抹消となる人が年々増加

するという要因も加わり、

バンクの危機感は強い。

ＡＣは「バンクの広告再

開がいつになるか、今は分

からない」と説明。バンク

側は「若年層を中心にＰＲ

を強化し、休止の影響を食

い止めたい」としている。

骨髄バンクの啓発ピンチ

Ａ
Ｃ
の
広
告
一
時
休
止
へ
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（１６）２０１４年（平成２６年）１月３１日（金曜日）第３種郵便物認可 （１６）２０１４年（平成２６年）１月３１日（金曜日） 健　　康第３種郵便物認可


